
カレンダー  

            ※月曜休館   は休館日（変更する場合もあります） 

 

 

 

 

和の空間で四季折々の庭園を眺めながら 500 円で抹茶とお菓子を 

味わえます。（10 時～16 時まで） 

◆所在地 大崎市古川福沼一丁目２番２号 

◆電 話 0229-24-3385        

◆交 通  JR 古川駅から徒歩約 20 分   

車 東北自動車道古川 IC より約 10 分 

◆駐車場  有                  

◆休館日  月曜日              

（月曜が祝日の場合は翌日） 

◆入館料  無料     

たより Vol.18 

～ご来館者の皆様へ  

お知らせとお願い～ 

祥雲閣では、新型コロナウイルス感染症につきまして感染予防，

拡散防止に細心の注意を払いながら開館しております。 

ご来館いただく皆様におかれましても，感染症予防及び拡散防

止のため、ご理解・ご協力をお願いいたします。 

 

◆発熱，咳等の風邪症状があるお客様は，回復されてからの 

ご来館をお願いします。 

◆感染者が確認された場合のために，利用者名簿に「住所・ 

氏名・連絡先」記入をお願いします。 

◆「こまめな手洗い」「アルコール消毒の徹底」のご協力を 

お願いします。 

◆咳やくしゃみをする際は，マスクを着用するなど「咳エチ 

ケット」にご協力下さい。 

◆隣の方と間隔をあけて，座席を配置しております。 

◆職員は常時マスク・手袋を着用して対応させていただきます。 

 

※今後の国内及び県内の発生状況に応じて 

随時変更となることがあります。 
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祥 雲 閣 

の 施 設 

祥雲閣の庭園は、岩と石で水の 

流れを表現する枯山水（かれさん 

すい）に枝垂れ桜や紫陽花、夏椿、 

紅葉、雪吊りを施した松など四季 

折々に楽しむ事ができます。 

これから色彩あふれる紅葉の美し 

さに心が弾む季節を迎えます。 

 

 

  祥雲閣「秋の風景」 

   

   五穀の収穫に感謝    鮮やかに色づく紅葉 

    

    錦秋の茶室     彩りの美しい紅葉、黄葉 

 

立冬が過ぎ、冬紅葉（紅葉の終わり頃に数は少ないが更に 

濃く透き通るように残った紅葉）が見られる頃には、庭園も 

来るべき寒さに備えて、冬支度が始まります 

炉開き 

 

気温が下がり、冬へと 

向かう季節になりました。 

茶の湯では十一月から 

翌年四月を「炉（ろ）」 の 

季節、五月から十月を 

「風炉（ふろ）」の季節としています。 

十月の終わりから十一月初めに茶室では炉開きが行われま 

す。炉開きとは、冬になり、初めて炉を切る（開く）ことです。 

炉開きが行なわれる十一月は茶の湯において特別なもので 

「茶人のお正月」とも言われます。 

 

  「炉」は畳の一部を切って床下に備え 

付けた一尺四寸（約４２ｃｍ）四方の 

囲炉裏のことで、炭火を入れ、釜を掛 

けて、お茶を点てるためのお湯を沸か 

します。 

 

 

「風炉」は夏に使われる「炉」の 

ことで畳の上の炉を置き、釜を掛 

けてお湯を沸かします。 

 

室町時代以前は、季節に関係なく 

風炉を使っていましたが、千利休に 

よって位置や寸法が完成され、現在の形になりました。 

十一月 しもつき 

霜 月  

 
収穫を感謝する新嘗祭が行われる事から 

「食物月（おしものつき）」とも呼ばれ 

「しもつき」に変わったとも言われます。 

※諸説あります。 


